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２ 津市白山・美杉地域における在宅医療・介護の提供体制等に関する

津市との協議状況について 

 

１ ワーキンググループでの協議状況について 

昨年度、県、津市、三重大学の三者による「津市白山・美杉地域における在宅医療・

介護の提供体制等に関する検討会」で、津市から提案のあった 12の具体的な取組を実

現するため、今年度４月に設置しました県と津市の実務者レベルのワーキンググルー

プ（以下「ＷＧ」という。）の協議状況について報告します。 

ＷＧでは、12 の具体的取組のうち、津市が早期実施を目指す事業を中心に協議を行

いました。 

なお、県の当初予算編成時期を見据えて、早期実施を目指す事業については、10 月

末を目途に協議を行ってきましたが、協議の結果、早期実施が難しくなったことから、

各取組の協議を引き続き行っているところです。 

 

【主な協議内容】 

項    目 協 議 状 況（11月末現在） 

１ 
地域包括支援センター 

（以下「地包Ｃ」という。） 

・医療と福祉の連携強化を図るため、当初は一志

病院内への設置を目指して、具体的な設置場所

の検討を行った。 

・検討する中で、病院利用者とは別に出入口や通

路などの動線を確保する必要性から、新たにエ

レベーターの設置や別棟の新築などが必要とな

り、高額な改修費用が見込まれることから、院

内設置は難しい状況にある。 

・そのため、院内設置以外の連携策を引き続き検

討を行う予定。 

２ 認知症初期集中支援チーム 
・地包Ｃの院内設置が難しい状況にあることから、

改めて事業実施に向けた事業内容等を検討中。 
３ 認知症地域支援推進員 

４ 
訪問看護ステーション 

（以下「訪看Ｓ」という。） 

・当初は、地包Ｃに併設する想定でしたが、地包

Ｃの院内設置が難しい状況にあることから、訪

看Ｓを単独でも院内に設置を進めることで意見

がまとまった。 

・運営事業者の民間誘致を前提に、平成 32年度開

設に向け、公募条件や一志病院内での設置場所

等の詳細を検討中。 
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項    目 協 議 状 況（11月末現在） 

５ 病児・病後児保育 

・一志病院内への病児・病後児保育施設の設置に

向け、設置基準や運営条件などを検討し、設置

を進める方向で意見がまとまった。 

・今年度、津市で病児・病後児保育施設に関する

ニーズ調査が予定されていることから、その結

果を踏まえ、平成 32年度の開設に向けて具体的

な検討を行う予定。 

６ 
病院及び診療所・福祉施設

等とのホットライン構築 ・事業内容及び事業費用の検討を行い、事業内容

については意見がまとまった。 

・事業費用の積算について引き続き協議中。 
７ 

病棟看護師等による退院に

向けての在宅支援の実施 

８ 
退院調整カンファレンスに

よる情報共有、ＩＣＴ化 

・事業内容に関する詳細説明を受けてから、導入

に伴う効果やリスクなどの検討を行う予定。 

９ 
市民啓発事業及び地域密着

事業 
・既存事業との重複部分の整理を踏まえ、事業内

容を検討する予定。 

10 生活予防事業の充実・拡充 

11 
家庭医療クリニック診療体

制強化 

・具体的な協議は今後行う予定。 

12 
休診時間帯における軽症救

急患者の救急車搬送受入 

 

２ 今後の進め方について 

12取組の実現に向けて、今年度末を目途に一定の結論を出せるよう、引き続き津市

との協議を行います。 

 津市との協議経過については、３月の医療保健子ども福祉病院常任委員会において

報告します。 




